賛成討論

　7番、金崎ひさでございます。陳情第5-37号「町長による特例承認（但し書き）には理由を明示し議会や住民の承認をとることを要求する陳情書」に対し、委員長報告に反対、すなわち、この陳情に賛成の立場で討論に参加させていただきます。

この陳情にあるホテル建設工事は、地域住民にさまざまな迷惑をかけつつ進行しています。その大元は、170人の反対署名がありながら、但し書きを採用し、まちづくり条例を通過したことであり、その理由を知りたいというのは、当然の要求だと思います。委員会での意見の中に「陳情趣旨には書類に虚偽があると記されているが、現段階では明確になっていない」とありますが、私は町長の目の前で、該当者がはっきりと「道路拡幅の相談を受けたこともなく、友人を通して打診をされたこともないのに、あたかも、事業者が交渉をしたかのような書類を町に提出していることは心外だ」と言い、その内容をしたためた文章を町長に手渡したのを見ました。また、事業者側はこの書類で町がＯＫするとは思っていなかったと感想を述べています。いずれも資料として議会に提出されています。このような事実を勘案し、この陳情趣旨は真っ当な内容と判断いたします。よって、不採択にすべきではないと心から願い、討論に参加いたしました。陳情5－37号は採択すべきです。どうぞ、宜しくお願いいたします。
以上で私の討論を終わります。ありがとうございました。
